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学位論文題名 

教師の変容と環境要因-小学校教師の言語教師認知研究 

 

 

本論文は，小学校教師の言語教師としての認知的特徴と彼らを取り巻く環境との

関係を明らかにすることで，どのような環境要因によってどう教師が変化している

のかを解明することを目的としている。本研究は，言語教師認知研究を小学校英語

教育の領域で行う基礎研究と位置づけられるが，得られた知見を今後の小学校英語

教育構築のための教師支援へと活用し，英語教育全体に貢献する意図を持っている。

言語教師認知研究の近年の特徴として，教師と環境との関係への興味，全体的な教

師理解への志向，情緒面への関心，混合研究法の増加があげられる。著者は環境要

因に関わる言語教師認知研究を生態学的システム理論の枠組を用いて概観した上

で，個々の枠組を超えて教師の内面を包括的に捉える研究の必要性を主張している。 

小学校教師の言語教師としての認知的特徴と彼らを取り巻く環境との関係を考

察する上で，著者は個人を取り巻く環境を，生態学的システム理論を基にマイクロ

システム(個人内環境)，メゾシステム(学校環境)，エクソシステム(地域環境)，マ

クロシステム(社会・文化的背景)の４階層に分類し，教師の認知・感情・行動の３

領域に着目して，質問紙・インタビュー・グループ討議などでデータ収集する混合

研究法を用いて考察している。研究課題は，小学校教師の言語教師としての特徴を，

全体に共通する特徴，異なる環境で見られる特徴，それぞれの環境内での個々の特

徴の３点について探ることである。 

研究の結果から，著者は次の知見を得たと主張する。調査対象の教師は英語教育

の領域では同一の社会・文化的背景を持つものの，異なった地域環境，学校環境，

個人内環境が複雑にからみ合いながらそのときどきの状態を形成している。本研究

から，動機づけや国際的志向性および教師としてのビリーフは環境要因で変化する

が，学習者として得た学習ビリーフは変化しにくく，各教師の外国語学習指導実践



に影響を与えている可能性が示唆された。また，教師の自律性を高める教師支援が

教師の意欲を高めることが示唆されたことから，著者は，これからの小学校英語教

育にこれまで小学校教師たちが培ってきた英語教育の成果を生かして主体性を持

って取り組める方向性を主張している。 

本論文について，研究成果の意義，方法論的貢献，教育への示唆の３点から審査

した。その結果，審査担当者は，次の点においてそれぞれ本論文の意義を認めるも

のである。１）教師認知研究を小学校英語の領域で行った研究は数が少なく，さら

に，小学校に英語教育が導入されるこの時期にこの研究を行った点に研究の意義が

認められる。２）教師認知の包括的な理解に資する広範な枠組を提案し，また，デ

ータ収集方法や分析データの提示などで新たな試みを行っている。３）基礎研究と

して得た知見をもとに小学校英語教育の教員研修の在り方に具体的な提言を行っ

ている。以下，順に詳述する。 

まず，１点目の研究成果の意義について述べる。英語教師認知研究は，中学・高

校教師を対象とした研究を中心に進展してきた。小学校教師を対象とする研究は数

が少なく新規性がある。さらに，小学校に英語教育が導入される歴史的瞬間に立ち

会って教師の変容を考察することは今しか達成できない。発達心理学者ブロンフェ

ンブレナーは，ライフコース上における変化が人の発達上の特徴を明らかにすると

している。小学校教師にとって未経験の科目である英語を教えるという変化はライ

フコース上の大変化であり，それを考察できる機会は今をおいて他にない。 

次に，２点目の方法論的貢献について述べる。複雑かつ不確実な教師のこころの

研究を，先行研究に見られないスケールの大きさで包括的な理解を試みようとした

ことは賞賛に値する。研究の視点が拡散して収束が困難になる傾向を，丹念なデー

タの読み込みと研究結果の整理で克服している。また，グループ討議を用いたデー

タ収集や，Joint Display と呼ばれる方法で分析データを提示する質的分析の可視

化を行っており，研究方法の改善にも貢献が見込まれる。 

最後に，３点目の教育への示唆に関する評価を述べる。本研究の結果をもとに，

著者は自律性を高める教師支援を提案している。小学校英語教育の導入にあたって

は、既存の小学校教師の英語教育力向上が不可避の課題である。小学校教員の数の

多さを考えれば，専門家がリーダー的教師に研修を行い，リーダー的教師が地域の

研修を主催し，それを受講した教師が所属の学校で校内研修を実施する段階的な研

修が現実的であり，実際そのように進められている。現在校内研修実施の時期にさ

しかかっており，自律性を高める教師支援を今提唱することに格段の意義がある。 

以上の３点において，本論文は高い学術的意義を持つものである。よって著者は，

北海道大学博士（国際広報メディア）の学位を授与される資格があるものと認める。 

 


